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   本工事は，広島県父石町に位置する僧殿橋の河川改修工事に伴う旧橋の架け替え工事である．既設の道路線形および

桁下の計画高水位の関係により桁高を抑える必要があったため，低桁高 PC 橋として施工実績のある「ダックスビーム工

法」が採用されていたものの，VE 提案により，本橋の要求性能を満たしつつ汎用的な材料で材料コストの低減が可能な

「ダックスビーム HC 工法」が採用された．図-1，図-2 にそれぞれ主桁断面図および主桁側面図を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

製作および施工 

 
 

  １．主桁製作 
従来の「ダックスビーム工法」の高強度繊維補強モルタルは，締固めが不要である一方，流動性が高く，伏せ型枠を

用いて打設天端の傾斜を成形していた．一方，新工法の「ダックスビームHC」は，高強度コンクリート特有の高い粘性

に適切な流動性を付与することで，一般的なコンクリートと同様に棒状バイブレーターによる締固めを行いつつ，コテ

仕上げで主桁天端の傾斜を成形した． 

 

２．温度解析による養生方法の検討 
「ダックスビームHC」に用いるダックスコンクリートには，早強セメントをベースとした配合にスラグせっこう系の

混和材を添付しており，微量のシリカヒュームを含むことから，早強セメント単味のコンクリートより水和熱が大きく

なりやすく，内部拘束による温度ひび割れが生じやすい．そのため，内外温度差を低減するために，蒸気養生時の降温

速度をできるだけ緩やかにすることが重要であると考えた．そこで，本主桁の製作に先立ち，シート内の最高温度到達

以降の降温速度をパラメータとした三次元有限要素法温度解析を実施し，最適な養生温度勾配を検討した．図-3にひび割

れ指数1.25以下となる箇所を着色したP1桁端部のひび割れ指数コンター図，図-4に解析上の養生温度勾配および図-5に
養生温度の実測値を示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．セッティングビームの使用 
本橋梁の架設は，門型クレーンを用いた架設桁架設を採用した．主桁の

桁端には鉄筋および主ケーブルの大口径シースが密に配置されており，支

点付近に吊上用PC鋼棒を設置することが困難であった．そのため，支承

位置より支間中央側へ600mm移動した箇所に当該PC鋼棒を設置し，セッ

ティングビームを用いて架設を行った．また，変断面に起因する桁重心位

置の変化に対応するため，支点上にH鋼材を段積みし，重心より高い位置

を吊り点とすることで，安定した架設を行った．図-6に架設時における支

点部の側面図を示す． 
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図-3 ひび割れ指数コンター図 

図-1 主桁断面図 
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図-2 主桁側面図 

図-4 解析上の養生温度勾配 図-5 養生温度の実測値 

図-6 支点部の側面図 
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ダックスビーム HC 工法の実橋への適用 
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   近年，都市再開発や河川改修などの橋梁計画において，建築限界の制約が厳しくなるケースが増加している．こうし

た条件下では，より桁高の低い橋梁が求められている．これに対して，当社では高強度繊維補強モルタル（ダックスモ

ルタル）を用いた「ダックスビーム工法」により低桁高プレストレストコンクリート（PC）橋の実績を伸ばしてきた．

「ダックスビームHC工法」は，その後継技術として開発したものであり，より汎用的な材料を用いることでコスト低減

を図ったものである．本工法は，早強ポルトランドセメントをベースとした設計基準強度 100N/mm2 の高強度コンクリ

ート（ダックスコンクリート）を用い，桁高支間比 1/30 以下の低桁高 PC 橋を実現できるものであり，岩手県遠野市の

附馬牛発電所橋に初めて適用された．本橋は河川上に架かる PC 単純バルブ T 桁橋であり，支間長が 42.0m，桁高が

0.90m～1.45m（桁高支間比 1/46.7～1/29.0）の低桁高橋である．本工法の適用にあたっては，低桁高化による小断面化

に伴い，桁端部の定着部近傍では過密配筋となり，狭隘部や目視できない部位へのコンクリートの充填性に懸念があっ

た．そこで，実際の配筋を模した実物大試験体による施工性の確認試験を実施して，充填性および締固め方法の確認を

行った．また，ダックスコンクリートを用いた実桁における品質確認を目的として，附馬牛発電所橋の主桁を対象に実

橋計測を実施した．本稿では，ダックスビームHC工法の概要と実橋への適用に向けて実施した施工に関する各種試験，

さらに本工法の初適用である附馬牛発電所橋の概要および実橋における計測について報告する． 

実橋への適用および実橋計測試験 

 
 

  １．実橋（附馬牛発電所橋）への適用 
附馬牛発電所橋は，岩手県遠野市附馬牛町の猿ヶ石川を渡河す

る，橋長 43.1m，総幅員 5.2mのポストテンション方式 PC単純バ

ルブ T 桁橋である．完成状況を写真-1 に示す． 
ダックスビーム HC 工法の実橋適用に向けて施工性を確認する

ため，①実際の配筋を模した実物大試験体を用いてバイブレータ

による締固めを行った過密配筋部への充填性確認試験，②土木学

会規準に基づいた加振時間やバイブレータ径を変えた複数条件に

よる材料分離抵抗性試験を実施した．その結果，①では空隙や充

填不良は確認されず，十分な充填性を確保できることが示され

た．②ではすべての試験で材料分離抵抗性の規準を満足

し，通常の加振時間（5～15 秒）で十分な材料分離抵抗

性を有することが確認された． 
２．実橋計測試験 
ダックスコンクリートを用いた実桁における品質確認

を目的として，附馬牛発電所橋の主桁において長期的に

コンクリートおよび PC 鋼材のひずみを計測し，開発時

の材料試験で得られた材料特性値（乾燥収縮ひずみ・ク

リープ係数）の妥当性を評価した．評価項目は，①コン

クリートの長期変形（乾燥収縮・クリープ）挙動と，②

PC 鋼材の緊張力変化である． 
①の結果について，乾燥収縮ひずみとクリープ係数の

経時変化をそれぞれ，図-1，図-2 に示す．乾燥収縮につ

いては，乾燥材齢 270 日時点において対数近似式より算出した

値は，実橋が-202μ，材料試験が-213μであり，両者の対数近似

曲線の傾向も整合していた．クリープ係数について，載荷材齢

147 日時点における対数近似式の算出結果は実橋で 0.46，材料

試験で 0.55 となり，変化傾向に大きな差異は見られなかった．

②の結果について，PC 鋼材の緊張力分布を図-3 に示す．緊張

直後から竣工直前まで緊張力の変化量は，実測により得られた

変化量が-0.23%，材料特性値を用いた算出した変化量が-0.36%
であり，いずれの変化量も極めて小さいが，両者の変化量は概

ね一致している．なお，緊張直後の計算緊張力は，附馬牛発電

所橋の設計計算書に基づく値である． 
以上より，材料特性値は概ね妥当と判断されるが，データ数

が少ないため，今後の継続的な検証が必要である． 

 
写真-1 完成状況 

  
図-1 乾燥収縮ひずみ 図-2 クリープ係数 

 
図-3 PC 鋼材の緊張力分布 
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